
　

松
山
分
水
問
題
に
つ
い
て
、
第
６
回
目
の
意
見

交
換
会
が
松
山
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

西
条
市
は
、
松
山
市
に
対
し
て
新
規
水
源
開
発

量
（
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍
／
日
）
の
積
算
根
拠

に
つ
い
て
再
度
説
明
を
求
め
た
ほ
か
、
道
前
平
野

地
下
水
資
源
調
査
の
概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

【
新
規
水
源
開
発
量
に
つ
い
て
】

▲

松
山
市
の
説
明

　

松
山
市
の
需
要
量
の
将
来
予
測

に
つ
い
て
、
地
区
内
給
水
人
口
の

ピ
ー
ク
は
、
平
成
27
年
度
で
51
万

８
３
０
０
人
に
な
る
と
推
計
し
て

お
り
、
同
年
に
お
け
る
１
人
１
日

あ
た
り
の
給
水
量
を
３
１
０
㍑
、

１
日
最
大
給
水
量
を
18
万
８
６
０

０
立
方
㍍
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

基
準
渇
水
年
（
10
年
に
一
度
の

渇
水
年
）
は
平
成
14
年
度
と
し
て

お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
１
日
最

大
供
給
量
は
石
手
川
ダ
ム
、
地
下

水
、
北
条
地
区
を
合
わ
せ
て
14
万

７
０
０
立
方
㍍
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
最
大
給
水
量
の
18
万
８
６

０
０
立
方
㍍
か
ら
１
日
最
大
供
給

量
の
14
万
７
０
０
立
方
㍍
を
差
し

引
い
た
約
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍

が
、
新
規
水
源
開
発
の
必
要
量
で

あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▲
西
条
市
の
意
見

　

松
山
市
の
説
明
を
聞
い
て
い
る

と
、
平
成
６
年
の
渇
水
の
教
訓
を

生
か
せ
な
い
ま
ま
平
成
14
年
の
渇

水
に
遭
い
、
慌
て
て
長
期
的
水
需

給
計
画
を
策
定
し
た
よ
う
な
印
象

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
周
辺
市
町

と
の
協
力
体
制
が
と
れ
ず
、
道
後

平
野
全
体
の
水
収
支
モ
デ
ル
が
構

築
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
計
画
の
策
定
を
急
い
だ

た
め
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ま
か
せ

の
調
査
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の

調
査
結
果
を
活
か
し
き
れ
ず
、
現

在
、
新
規
水
源
の
開
発
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
る
と
い
う
の
が
西
条
市

の
感
想
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
規
水
源
開
発
の
妥

当
性
を
検
討
す
る
意
味
で
、「
松

山
市
は
渇
水
都
市
で
は
な
い
」
と

の
持
論
を
展
開
し
て
い
る
篠
原
俊

憲
氏
（
技
術
士
で
松
山
市
水
資
源

対
策
検
討
委
員
会
の
元
委
員
）
に

説
明
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

篠
原
氏
は
、
松
山
市
の
給
水
人

口
が
ピ
ー
ク
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
平
成
27
年
度
に
、
１
人
１
日
平

均
給
水
量
を
３
１
０
㍑
と
し
て
、

日
量
最
大
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍

の
新
規
水
源
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
松
山
市
の
計
画
に
対
し
、

「
節
水
型
都
市
づ
く
り
」
の
推
進

に
よ
り
、
平
成
18
年
度
の
１
人
１

日
平
均
給
水
量
の
実
績
は
３
０
１

㍑
に
な
っ
て
い
る
の
に
３
１
０
㍑

で
計
算
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
の
簡
易
水
道
区
域
な
ど
の
水
量

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
４
万
８

０
０
０
立
方
㍍
は
過
大
で
あ
り
、

実
際
は
計
画
の
半
分
以
下
の
２
万

立
方
㍍
程
度
で
十
分
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
ま
し
た
。

▲

松
山
市
の
説
明

　

松
山
市
が
行
っ
た
調
査
に
つ
い

て
は
十
分
に
科
学
的
な
論
拠
を
持

っ
た
も
の
で
あ
り
、
委
託
業
者
以

外
に
も
大
学
の
教
授
に
も
評
価
を

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
厚
生

労
働
省
の
認
可
に
耐
え
う
る
も
の

で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
地
下
水
資
源
調
査
に
つ
い
て
】

▲

西
条
市
の
説
明

　

西
条
市
で
は
平
成
８
～
11
年
度

に
か
け
て
旧
西
条
市
に
お
け
る
加

茂
川
水
系
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
平
成
16
年
11
月
に
は
２
市

２
町
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、

道
前
平
野
全
体
の
調
査
が
必
要
と

な
り
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
戦
略

と
し
て
地
下
水
資
源
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
平
成
19
～
21
年
度
の
調
査
内
容

　

①
道
前
平
野
の
数
値
モ
デ
ル
に

よ
る
水
収
支
解
析
②
西
条
市
の
名

水
の
水
質
形
成
に
関
す
る
地
球
化

学
的
研
究
③
西
条
市
の
地
下
水
水

質
の
季
節
的
変
化
④
地
下
水
を
取

り
巻
く
諸
環
境
と
地
下
水
の
実
態

解
析
に
関
す
る
基
礎
調
査
⑤
地
下

水
流
動
調
査
⑥
地
下
水
塩
水
化
の

調
査
な
ど
。

▲

松
山
市
か
ら
西
条
市
へ
の
質
問

　

前
回
と
今
回
の
調
査
の
相
違
点

と
、
調
査
期
間
が
延
長
し
た
理
由

は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

▲

質
問
に
対
す
る
西
条
市
の
回
答

　

前
回
と
今
回
の
調
査
で
は
範
囲

が
違
っ
て
お
り
、
前
回
は
地
質
が

中
心
で
し
た
が
、
今
回
は
水
質
が

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
地
下

水
の
涵か

ん
よ
う
い
き

養
域
に
つ
い
て
新
た
な

テ
ー
マ
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
起
因
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
回
意
見
交
換
会
で

愛
媛
県
水
資
源
対
策
課
か
ら
、
西

条
市
が
地
下
水
管
理
の
強
化
（
揚

水
の
抑
制
）
を
し
な
け
れ
ば
塩
水

化
や
地
下
水
枯
渇
を
防
げ
な
い
と

指
摘
さ
れ
た
た
め
、
西
条
市
で
は

「
地
下
水
は
公
水
で
あ
る
」
と
い

う
概
念
の
も
と
、
法
整
備
を
進
め

る
べ
く
、
「
地
下
水
法
シ
ス
テ
ム

研
究
会
」
立
ち
上
げ
の
準
備
に
着

手
し
た
こ
と
な
ど
も
、
期
間
延
長

の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
】

▲

松
山
市
の
提
案

　

河
川
管
理
者
と
し
て
の
意
見
を

聴
く
た
め
に
、
次
回
か
ら
愛
媛
県

の
水
資
源
対
策
課
に
出
席
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

▲

提
案
に
対
す
る
西
条
市
の
回
答

　

こ
の
会
は
３
市
そ
れ
ぞ
れ
の
水

事
情
の
現
状
と
課
題
を
検
討
し
、

相
互
認
識
と
理
解
を
図
る
た
め
の

会
で
あ
り
、
愛
媛
県
が
入
る
と
い

う
こ
と
は
分
水
協
議
の
意
味
あ
い

が
強
く
な
り
、
目
的
が
違
っ
て
く

る
た
め
、
愛
媛
県
の
出
席
は
お
断

り
い
た
し
ま
す
。

▲

新
居
浜
市
の
意
見

　

こ
の
会
の
目
的
に
沿
っ
た
運
営

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
反
対
意

見
を
述
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
対

案
を
示
し
あ
う
よ
う
な
建
設
的
な

会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
次
回
の
意
見
交
換
会

　

次
回
は
５
月
下
旬
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。
傍
聴
に
つ
い
て
は
日

程
が
決
ま
り
次
第
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

水
資
源
対
策
調
査
研

究
会
（
市
庁
舎
別
館
環
境
課
内
）
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